







Purchase Planning and Inventory Control for Preventing Resale on Out of Freshness 




























 たとえば、1個100 円する賞味期限 3日の食品を 1日
に 500 個仕入れ、そのうちの 2割に当たる 100 個が賞味
期限切れまでに売れ残った場合、これらのすべてを廃棄
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処分したときその損失は、 
    100 円×100 個＝10000 円   
となる。このようなことが 1年間平均的に続くとするな
らば、1 年を 300 日（休日を除く）とする場合、その損
失が 3日に 1回発生するので、年間にすると、 





できなくなるので、たとえば平均 100 円の食品を 50 種
類 50 個ずつ仕入れている店であるならば、20 日間の営
業停止させられるとすると、 















































  Y=a0+a1x1+a2x2+・・・＋anxn                (1) 
   Y：需要予測値 
  a0：誤差項  
  a1~an：重み付け係数 























     Yi(Li)=a0(i)+a11x11(i)+a12x12(i)+・・・+a21x21(i) 
              +a22x22(i)+・・・+an1xn1(i)+・・・  (2) 
   Yi(Li)：第 i 日目のデータ期間Liの仕入れ予測値 





     Ei(Li)=Yi(Li)－Si(Li)                    (3) 
手順 4：得られた各期間に対する予測値と実績値から求
められた各相対誤差の分散Vi(Li)を求める。 
    Vi(Li)={(ΣEi(Li)－Hi(Li)) / (i－1)}2        (4) 
        Hi(Li)：期間Liに対する予測値と実績値の誤差
の平均値 
手順 5：Vi(Li)の中で 小値となるデータに対する期間










 Yid(L)=a0(d)+a11x11(d)+a12x12(d)+・・・+a21x21(d)    
          +a22x22(d)+・・・+an1xn1(d)+・・・  (5)  
      a0(d),a11x11(d),a12x12(d),・・・, an1xn1(d), ・・・：  
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    Eid=Yid(L)－Sid(L)                     (6) 
手順 4：各ｄのEidに対する相対誤差の分散（Vd）を求
める。 
   Vd={(ΣEid－Hid) / (i－1)}2               (7) 







































                      図１  
  
 Qi=Qm－Qoi・・・（食品の場合Ｍ＞Ｒ）      (8) 
    Qm=(M+R)Qh+Qs                          (9)  
    Qi：第 i期の発注量 
  Qm： 大在庫量  
  Qoi：第 i期の現在在庫量 
  Qs：安全在庫量 
 定期発注方式の在庫管理の状況を示すと、図 1のよう
になる。 
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 C2’= Cv[(1/2)Σ{(N+R)Qh－Qoi+Qs}]            (12)  
 廃棄損失費用（C3 または C3′）は、計画期間中の各




  C3 = Co・ΣQbi                           (13) 
    Qbi = Max[{Qoi－R・Qh－（Tsi－M）・D} , 0] 
                                             (14) 
    D：賞味期限（Tsi）と発注間隔(M)間の平均需要量 
  C3′=Co・ΣQbi′                        (15) 
    Qbi′=Max[{(Qoi+Qs)－R・Qh－(Tsi－M)・Ｄ} ,  
























                    図２  
  C4 = Co・ΣMax{(R・Qh－Qoi), 0}            (17)  
    C4′= Co・ΣMax[{R・Qh－(Qoi+Qs)} , 0]    (18) 
 以上より総費用(Tc または Tc′)は、C1～C4 または
C1’～C4′を合計した次式によって与えられる。    
  Tc = Cs・(D / M)+Cv[(1/ 2)Σ[{(M+R)Qh－Qoi}]+ 
        Co・ΣMax[{(Qoi－R)・Qh－(Tsi－M)・D},0]     
        + Co・ΣMax{(R・Qh－Qoi),0}          (19) 
    Tc′= Cs・(D / M)+Cv[(1 / 2)Σ{(M+R)Qh－Qoi+ 
          Qs}]+CoΣMax[{(Qoi+Qs)－R・Qh－(Tsi－ 
     M)・D},0]+Co・Max[{R・Qh－(Qoi+Qs)},0]  
                       (20) 
 （19）式と（20）式を比較すると、両式右辺第1項は




























































は、この食品が10 時には 40 個店舗にあったものが徐々
に売れて行き、13 時 30 分で品切れ状態となり、その状
態は 14時まで続き、この時点で補充（32 個）がなされ、
さらに 15 時、16 時と売れて行くという状況を示してい
る。 
 ここで問題なのは、バックヤードに在庫があるにもか


































  Qsm = L・d                               (22) 
    ｄ：時間間隔（L）あたりの平均需要量 
 これより各時間間隔時点での店頭補充量（Qsi）を、 
次式によって求める。 
  Qsi = Qsm－Qri                           (23) 








100 個であり、また 1 日における 2 時間毎の需要量は、
次のとおりであった。 
  10時～12 時：60 個 
  12時～14 時：80 個 
  14時～16 時：125 個 
  16時～18 時：135 個 

















































































は図 5 のとおりであり、2 度にわたって店頭での品切れ
が生じていた。すなわち、15 時 20 分から 16 時までの













































































15時30分 17 時 30分 



























する（L= 2時間, d = 100 個）。  
  Qsm = 2×100＝200 個 
 したがってこの 大補充量を用いて、前述した 2時間 
毎の各時点における店頭残から補充量を求めると、次の
ように算出される。 
・12 時での店頭残量(Qr1) = 100－60 = 40 個   
・12 時での補充量(Qs1) = 200－40 = 160 個 
・14 時での店頭残量(Qr2) = 200－80 = 120 個 
・14 時での店頭補充量(Qs2) = 200－120 = 80 個  
・16 時での店頭残量(Qr3) = 200－125 = 75 個 
・16 時での店頭補充量(Qr3）= 200－75 = 125 個  
・18 時での店頭残量(Qr4) = 200－135 = 65 個 
・18 時での店頭補充量(Qs4) = 200－65 = 135 個 
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